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スーパーオキシド（O2
-）、過酸化水素（H2O2）、ヒドロキシラジカル（HO・）などの

活性酸素種（ROS）は、様々な原因（放射線、紫外線、酸素呼吸、酸化剤、抗ガン剤、重
金属など）により細胞内に生成する。通常の細胞には、ROSを消去する抗酸化酵素として
スーパーオキシドジスムターゼ、カタラーゼ、グルタチオンペルオキシダーゼなどが存在
するが、ROS がこれらの酵素で十分処理されず、DNA、タンパク質、脂質などが損傷を
受け、組織障害や細胞死を引き起こす状態が酸化ストレスである。 
我々は、酵母を用いて酸化ストレスを含む
種々のストレス耐性機構を解析し、得られた
知見を実用酵母（発酵食品、バイオ燃料の製
造）の育種に応用することをめざしている。
最近では、酵母Saccharomyces cerevisiaeに見出
した酵素「アセチルトランスフェラーゼMpr1」
が、既知の抗酸化酵素とは異なるメカニズム
により細胞内ROSレベルを下げ、酵母を酸化ス
トレスから防御しているモデルを提唱している。 
本セミナーでは、新規アセチル化酵素

Mpr1の特性、ストレス耐性への応用、新し
い抗酸化機構などについて紹介する。 
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日程：平成２０年９月９日（火曜日）午後４時半から 

場所：北海道大学大学院工学研究科 材料化学棟２階：MC208 
連絡先：生物機能高分子専攻 田口 精一（内線６６１０） 
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